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17　　　　　　 17 α ， 20a − Dihydroxy − 4− pregnen

− 3 − one （17 α
， 20 α

一P4）の 妊 娠 中毒症 の ．血中動態

と分泌 源 の 検 討に つ い て

18　　　　 Pregnenolone　 sulfate の in　 vivo に お け

る 代謝動態一特に ProgesteroneとDHA − Sに 焦 点

を あ て て
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【目的 】前回黄 体 ホ ル モ ン の
一

代謝 物 で あ る 17 α
，

20α
一Dihydroxy − 4− pregnen − 3− one （17a ，2〔kt−

P4）の RIA 法 を確 立 し正 常性周期 ， 正常妊娠 に お

け る 血 中濃度 を 報告 した
。 今回我 々 は pregnancy

三nduced 　hypertension （PIH ）に 澄 け る母 体血 ， 臍

帯血 で 17α
， 20α

一P4 を測定 し ， さ らに 基礎的実験

に よ b本 ス テ ロ イ ド分 泌源 と，高血 圧 との 関連性 を検

討 した の で 報告 す る 。 【方法】妊娠後期 に む い て 2

週 間以 上 に わ た り収縮期圧 140mmHg 以上 ，拡張期圧

90  Hg 以 上 を示 した PIH の 症例 の 母体血 ， 臍帯血

よ りRIA 法 で 17α
， 20α

一P4， 17α OH − P4， Aldoster −

one を測定 した 。 ま た 妊娠 ラ ッ ト ，
モ ル モ

ッ ト， 人

胎 児 ， 卵巣 ， 胎盤等組織 の 800G 上澄 を i40 − 17α

OH − P4又は 14C 　−Ps　k・よ び NADPH と 37℃ 2時 間

incubation しTLC で 分 離後
．uC − 17q 　20α一P4 を測

定 し た 。 さ らに ラ
ッ トに ACTH − Z　50 μg／  ，250

μ g／  を 5 目間連投 し血圧 と 17α
， 20α

一P4 の 変 動 を

検討 した。【成績 】正 常妊 婦 と PIH の 17α，20α
一P4

濃度 は 母体 血 0．39±O．08，0．66±0，19， 臍帯動脈血

0．33± 0．09，0．65±O．2，臍 帯静 脈 血 0．33± O．05，0，60

± 0．2ng ／観 と い つ れ も PIH の 方 が 有意 に 高値 で あ っ

た 。 17α OH − P4 ，　 Aldosterone は 母 体1血， 臍帯動

静脈 血 い つ れ も差 が み られ な か っ hi4G − 17α OH − P4

と ラ ッ ト，
モ ル モ

ッ
ト，人 卵巣 との incubation実験

で は そ れ ぞ れ 1．7％， 1．0 ％， 6 ％， 人 胎盤 で は 15．6 ％

の 転換率 を認 め た 。

14C −P5 か らは こ れ らの 卵巣で 僅か

に転換したが ， ラ ッ トの 副腎 で は 17α，2ha−P4は作られ なか

っ たc。ラ
ッ

トにAGTH を連投 した結果血圧 と血中17α，2〔h

− P4の 増加 が み られ た 。 【結論 】17α ，　20Ct−P4 は PIH の

症例 で 母 体血 ， 臍帯血 とも有意に 高 く， 高血 圧 との 関連

性 が 示唆 さ れ ， さ らに 本 ス テ ロ イ ドの 分 泌源の 検討 よ り

主 に 黄体 ， 妊娠中は 胎盤 で 産生 さ れ る こ とが 判明 した。

【目的】Pregnenolone　 sulfate （P5　S）はス テ ロ イ ド （St ）

代謝上，一般に Progesterone（P4）及び Clg並 び に C18

系 Stの前駆物質 と考え られ て い る が
，
　Ps　S の in　vivo

の 妊娠中 に おけ る代謝動態を検討 した報告 は な い の

で 以下の実験 を行 っ た 。 【方法】D妊娠末期母体 （5

例）へ 非標識 P5S （30mfl）を 投与 し，15分，30分 ，
60

分， 120 分 ，
24時間後 の母体血中 P5S。　20ctdihydro

P5S （20　Ps　S ）J
　 P4

，
20P4及 び DHA − S値を安定同位

体を内部標準 として用 い た GC − MS 法 で 測定 した 。

2）妊娠末期母体 （1例）へ 重水素標識 P5S （d4 −P5　S）

　（30  ）を投与 し， 60分後 の母体血 中d 化 StをGC −MS

法 に て検出した 。 【成績】1）P5S投与 1）C2i△ 5
　St ：

  P5　Sは投与後 15分で前値に 比 し約 4 倍 に 増量 し，以

後減少 ，
24時間後 に 前値 レ ベ ル とな っ た 。   20　Ps　S

は 15分 で 速やか に約 2倍に増加 し，120分まで 高値を

持続 24 時間後 に 前値 に 復 した。2 ）C21△
lSt

；P−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
20P

， はい つ れも15分後よ り上昇 し，前値を 100と し

た増加率を み る と
，

15分か ら120分値まで有意に 増加

した 。 3）　C1， △
5St

：DHA − Sは実測値， 変化率共 に

時間的変化 が 認 め られ な か っ た 。 皿 ）d4　
一

　P
，
　S投与 ：

60分後に d 化 Stが検 出され た の は
，CmSltの P5S ， 20

P
， S，　P4で ，　 d 体の 占る割合 は各々 ，84．5％ ，

85．1％

，10．9％ で あ っ た 。 20P4 及び ClgSt の DHA − S は

検出されな か っ た。 【結 論】in　Vivoに お い て母体血

中 P5S の 妊娠中の 代謝像 を初めて 明 らか に し た 。 1）母

体血中 P5　S は qgStの DHA − S へ は転換さ れ な い こ

とが示唆 さ れ た 。 2 ）母体血中 PsSもP4の 前駆物質 と

な り得 る こ とがin　vivo で示さ れ た 。 しか し，　 P4の

d 化率及 び投与後 の 増加率が 小さ い こ とか ら，妊 婦

血中 に 著増す るP4の 材料 として は母体血 中P5　S以 外

に 主 に 由来 す る こ とが 示唆 され た 。 3）母 体血 中 PsS

か ら 20　？4 も生成 され る可能性が 暗示 さ れ た 。
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